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教科(科目〉名 【小論文 口腔保健学科口腔保健衛生学専攻

口腔保健学科口腔保健工学専攻 】

問題訂正

問題問子の 5ページ 1行目

〈誤〉

「シンギュラリティーは本当に近いのか?J

〈正〉

「シンギュラリティは本当に近いのか?J



業末ヂトラ (丸木)
()/。

令和 8(2026)年度入学者選抜小論文試験問題(前期)

注意事項

(口腔保健学科口腔保健衛生学専攻)

(口腔保健学科口腔保健工学専攻)

各受験生は指定の問題に解答すること

1.監督者の指示があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2. 問題冊子は全部で 13ページあり，第 1--4ページは下書用紙です。下書用紙は

切り離してはいけません。

3.解答用紙は，問題冊子と別に印刷されているので，誤らないように注意しなさ

しし

4.解答は，必ず解答用紙の指定された欄内に横書きで記入しなさい。

5. 各解答用紙には，受験番号欄が4か所ずつあります。それぞれ記入を忘れないこ

と。

6.解答用紙は，記入の有無にかかわらず，机上に置き，持ち帰ってはいけません。

問題冊子は持ち帰りなさい。

7.落丁または印刷の不鮮明な箇所があれば申し出なさい。
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(前期・共通)問題I

25 

紙

5o  15 20 
『・・・

一一+一一十一一十一一一十一一ートーーート一一+一一十一一十一一+一一ート一一ト一一+一一十一一+一ーー+ ト ト ー十一一十一一十一一ト一一ト一一ト一一

ーーーーー」ーーーーJ_____.1一一一一一よ一一一ー_L_ーーーー」ーーーー」ーーーーー」ーーーー--'-ーーーームーーーー_L_____L_ーーー」ーーーーー..J_____.l_____..L_____L_____L____....l.-____..J 斗 ーームーーーー_L_ーーーー」ーーーー

ーーー--'-ーーーー」ーーーー--'-----+-ーーーーιーー --1------ふー -'------+-----+-----....-----'-----~-ーーー--1------+-----+-ーーーーιーーーーー」ーーー--1------1-ーーーーーるーーーー-+-ーーーーιーーー-ード一一一一

用室田下
設問 l

(100字)
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問題1 (前期・共通)

下 主国 用 紙
設問 2

5 10 15 20 25 

一一+一一十一一十一一+一一ート一一ト一一+一一十一一十一一+一一十 卜 +----+-----1 十 ト ト イ イ 十 + ト ト ー

ーーーーー」ーーーー」ーーーー--'-ーーーームーーーー_L_ーーーー」ーーーーー」ーー自ー」ーーーー--'-ーーーーム ー_L_____L____--L____.J 斗 よ L_____L____ー」ーーーー..J_____.1_ーーーームーー___L_ーーーー」ーーーー

ーーー--I------I-----~-----+-ーーーーふーーーーー』ーーー--1-----....-ーーーー斗ーーーー-+-----+-ーーーーー』ーーーー-I-____-I_____-l_____+_____+_ーーーーー』ーーーー-1-------1-一一一-~一一一一-+一一ー一-'-ーーーーードーーーー

ーー--一+一一一一一→一一一一一一+一一一一一+一一一一一十一一一一ート一一一一一+一一ー一一寸一一一一一一+一一一ーー+一一一一一+ーー一一ーート一一一一一+一一一一一→一一一一一+一一一一ー+ー一一ーートーーーーートーーーー→ーーーー--1-ーーーー→ーーーーー+ーーー ー← ト

5~一一十一一一十一十一一十一一十一十一一一十一一一十一一十一十一一十一十一一十一一一十一一-1--十一十一十一十一十一一十- i f ト ー

一一一一一「一一一-.，-ーーーーォーーーー-T-----r-ーーーー「ーーーーー「ーーー-，--ーーー寸ーーーー-T-----r-ーーーー「ーーーー「ーーーー-，-----j-----T-----r-ーーーー「ーーーーー「 寸 寸 T-----r-ーーーー「ーーーー

一一十一一十一一十一一トーート一一ート一一+一一十一一十一一トーートーート----:-----+- 十 十 十一ートーー+一一十一一十一一+一一一ト一一一トーー

ーーーー-'--ーーー」ーー一一一斗ーー一一一ム一一一一_Lーーーー_L_ーーーー」ーーーー」ーーーーー斗ーーーーームーーーー_L_ーーーー」ーーーーー」ーーーー」ーーー---' ム L_____L_ーーー」ーーーーー」ーーーー--'-ーーー_.L一一一一_L_ーーーー」ーーーー

ーーー--1------1-ーーーー--+-----~レー一一一一ι一一一一ード一一一一一ふ一一ーー--1-ーーー-.....-----+-----+-ーーーーー』ーーーーー』ーーーー斗 .....-----+-----+---ーーー」ーーー--1------1-ーー一一~一一一一-+-ーーーーゐーー----ι-

10ト卜ト一一-一→-十一一-

一一十十-一一一寸t十十一一一一一一一-i十一一一一-十一一-十一一-+十-一一-↓ι-一一--斗一一F斗一一--↓ ト ト 十-寸十-一一-十一一-十一一-十一一一十十一一一-十十-一一-寸イ十←一一--一一--十 -T 寸十-一一-十十-一一-

一一一十十一一-一-寸一一-寸 ↑ ト トトト一-十一一-十一一一-一寸-11「-一一一-一寸-1!「-一一一-一十『

一一一汁-一-十十イ十十-一一-一-一斗J一一一-一--i-----t-----十十!十ト-一-一一-一十-
一一一よιι一一-一-斗一一-斗一一一F一-↓ ト L 一一-↓←一一-
15川作十トトト-一一-一斗-

(400字)

-2- 。M6031-94)



設問 1
5 

問題n (前期・口腔保健衛生学専攻)

下書用紙

10 15 20 

|一一ー十一ー十一一トーートー ト--+-----j-----十 ートー ト ト +----1 十 ト一一ト ト ー十一十ーー十一十一トー | 

」ーーーー」ーーーー_Lーーーームーーーー_L_ー___L____...J...._ーー」ーーーーよ ー ムー L_____L____....J_____...J_____.J_____J._____L_____L ーL____...J_____.l_____l.._____L_____l

~------I-ーーーー斗ーーーー-+-----l-ーーーーードーーーーー1------1-----4-ーーーーキーーーー-'-ーーーーードーーー--<-ーーー--1-----4-ーーー-，ト ー ト ー--1------1------1 ゐー +-----l------~ 

i------i------t- ー+ ー ←ーー ト ー+ー → 一t-----+ ← ト ー+ー → ーー+ーーーーー+ーーーーー←ーーーーートーーーーー→ーーーー--1ーーーーーー+ーーーーー+ーーーーー←ーーーーー'

「ーーーー寸ーーーーー寸ーーーーーすーーーー-r-ーーーー「ーーーーー「ー ー寸ー 寸 j-----r------， 一「 寸ー 寸ーーーー-1"-----1'"-----，...----，-ーーーー寸ーーーーーマーーーーー?ーーーー-i-----r

25 

ーーーー寸ーーーーー寸一一一一ー寸一一一一一了一一一一一γーー一一ー「ー司ーー「ーーーーー「ーーーーー寸ーーーー-T-----rー r-----， 寸 寸 T----四「ー ーーー「ーーーー「ーーーー-，-----j-----T-----r一一一一一「一一一一

+----1 十一一トーートーート一一ト一一十一一十一一ートーート一一ト一一十一一十一ー十 + ト ト +---+--ー十一一トーート一一ト一一

(200字)
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問題n (前期・口腔保健衛生学専攻)

下 主目 用 紙
設問 2

5 10 15 20 25 

一十一一十一一十一一+一一ートートー iーイー + 十 十 ト :------1------1 十 トーートーー十ーー十ーー十一ー十一一トーートーー

ーーーー-'--ーーー」ーーーー_.1_ーーーームーーーー_L_____L____-L-_ーーー」ーーーー_.1_ーーーームーーーー_L_____L____.....L____..J_____..1_____.l_____L_____L____...L____..J 斗 よ L_____L 

ーーーー~_____I_____4_____+_ーーーーιーーーーー」ーーーー-1-ーーーー」ーーーー-~-----+-----~ーーーーー』ーーーーーιーーーー--1------+-ーーーーキーーーーーιーーーー-I-----~-----I------+-----+-----~ーーーーー』ーーーー

ーーーーー←ーーーー寸ーーーーーー+ーーーーー+ーーーーー←ーーーーートーーー一一←一一一一寸ーーーーー+ーーーーー+ーー一一-t-一宇一ーートーーーー一←一一一ー寸ーーー一一+一一ーーー+一一一ー一←一一一一一ト一一一一→一一一一一寸一一一一一+一一一一一+一一一一一十一一一一一ト一一一一

5 ~----十一ー十一ー十一十一ー十一十一ー十一寸一一-i一一ー十一一ト一一卜一一十一十一一十一十一一十一十一一十一一一十一一十一一十一一十一一十一

「ーーーーー寸ーーーーー寸ーーーー-T-----r-ーーーー「ーーーーー「ーーーー寸自由ーー--，-ーーー-T-----r一一一一ー「一一一一一「ー一一--，一一一一一寸一一一一一了一一一一一r一一一一一「ーーーー「ーーーーー寸ーーーーー寸ーーーー-T-----r-ーーーー「ーーーー

ー十一一十一一十一一十一一ートー一一ト一一十一一十一一十一一一十一一一ト一一ト一一+一一十一一十一一+一一ート一一ト一一+一一十一一十一一+ー ト ト

ー-'--ーーー」ーーーー_.1_ーーーームーーーー_L_____L____..l--_ー一一J一一一ーー斗一一一一一よ一一一一一L一一一一ーし一一一一...L一一一一一」一一一ー_.1_ーーーームーーーー_L_ーーーー」ーーーー-'--ーーー」ーーーー_..1__ーム L_____L_ーーー

ーーー-~-----I-ーーー-~一一一一一ふ一一一一一ι一一一一ードー一一一-t.一一一一一」一一ーー-~-ーーーー」み~-----，ι------I------I------I-----~斗4白----+ ι 弘ド一 -一ι-----I------+-----~キι----司ι---一一ド--一一

10 トトトト一一-一-十十骨一一一イ十十i十十一一一一一一一一一十十十1十ト一一一一一一一十-
----.，---一-寸一一一一一寸一一一一一す一一一一一γ-----1""----.，-----寸----_.守t-----1"-----γ 「 一r---ー寸ーーーーーサーーーーーすーーーー-t--ーーー一「一一一一一「一一一一寸一一一一一寸ーーーーーオ「ーーーー-r-----r--ーーー

(300字)
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問
題
I

(
口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
・
口
腔
保
健
工
学
専
攻
共
通
)

次
の
文
章
は
吉
成
真
由
美
氏
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

l
は
本
当
に
近
い
の
か
?
」
を
一
部
改
編
し
た
も
の
で
す
。
よ
く
読

ん
で
、
設
問
1
と
2
に
答
え
な
さ
い
。

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
人
工
関
節
、
人
工
臓
器
、
人
工
骨
盤
な
ど
、

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
な

存
在
に
な
り
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
抗
生
物
質
や
ワ
ク
チ
ン
、
衛
生
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
、
寿
命
は
こ
こ
一

O
O
年
の
う
ち
に
二
・
五
倍
も
伸

び
、
こ
の
先
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
可
能
性
が
十
分
あ
る
よ
う
だ
。
人
類
が
遺
伝
学
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で

「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
と
い
う
存
在
か
ら
、
知
能
、
身
体
能
力
、
判
断
力
な
ど
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
「
。
ホ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」
と
い
う
存
在
に

な
っ
て
い
く
こ
の
急
速
な
流
れ
は
、
も
は
や
止
め
ら
れ
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。

将
来
は
、
映
画
『
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

l
』
の
よ
う
な
人
間
対
A
I
と
い
う
敵
対
関
係
で
は
な
く
、

A
I
は
人
間
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
て
、
人
間
は
A

ー
す
な
わ
ち
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
一
体
化
し
て
い
く
と
い
う
。
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
を
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
、
そ
の

先
ど
う
な
る
の
か
ま
っ
た
く
予
測
不
可
能
な
臨
界
地
点
に
到
達
す
る
の
だ
と
も
。
そ
の
地
点
を
、
物
理
学
の
用
語
を
借
り
て
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
イ
」
(
技

術
的
特
異
点
)
と
名
づ
け
、
早
く
も
二

O
四
五
年
ま
で
に
は
そ
の
地
点
に
到
達
す
る
と
し
て
、

そ
の
詳
細
を
大
胆
に
予
測
し
て
い
る
の
が
カ

l
ツ
ワ
イ
ル

氏、だ。彼
は
、
発
明
家
に
し
て
、
未
来
学
者
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
も
あ
り
、
実
業
家
で
も
あ
る
。
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や
音
声
認
識
機
、
朗
読
機

な
ど
、
数
々
の
発
明
で
知
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
国
家
技
術
賞
は
じ
め
い
く
つ
も
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
二

O
二
一
年
、
六
四
歳
に
し
て
、
生
涯
で
初
め
て

会
社
勤
め
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
グ

I
グ
ル
で
、
技
術
部
門
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
と
し
て
活
躍
。
「
究
極
の
思
考
マ
シ

l
ン
」
(
フ
ォ

l
ブ
ズ
誌
)
と
か

「
じ
っ
と
し
て
い
な
い
天
才
」
(
ウ
ォ

I
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
)
な
ど
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

(
中
略
)

。M6(131-97)5 



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
に
あ
る
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
大
学
内
の
図
書
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
大
学
は
、
宇

宙
と
医
療
を
中
心
と
す
る
起
業
家
で
あ
る
ピ

l
タ
!
・
デ
ィ
ア
マ
ン
デ
ス
と
カ

l
ツ
ワ
イ
ル
氏
が
創
っ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
指
数
関
数
的
な
発
展

を
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
の
教
育
や
起
業
サ
ポ
ー
ト
が
活
動
の
中
心
。
グ

I
グ
ル
本
社
か
ら
車
で
一

O
分
の
距
離
に
あ
る
こ
の
大
学
は
、
旧
い

N
A
S
A
の
建
物
を
使
っ
て
い
て
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
印
象
的
で
し
た
(
二

O
一
六
年
九
月
収
録
)
。

(
中
略
)

ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
光
と
影

教
育
の
目
的
は
、
実
践
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
能
力
を
養
う
こ
と

筆
者

教
育
の
将
来
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

は
た
ん

従
来
の
教
育
モ
デ
ル
は
す
で
に
破
綻
し
て
い
ま
す
。
非
常
に
長
い
時
間
を
使
っ
て
、
情
報
を
子
供
た
ち
の
脳
に
詰
め
込
む
の
が
こ
れ
ま

カ
l
ツ
ワ
イ
ル

で
の
教
育
で
し
た
が
、
も
う
そ
れ
は
完
全
に
時
代
遅
れ
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
情
報
を
常
に
携
帯
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。

子
供
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
入
手
で
き
る
情
報
を
駆
使
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
問
題
を
解
決
す
る
か
と
い
う
、
問

題
解
決
能
力
で
す
。
情
報
を
入
手
で
き
る
か
ら
と
言
っ
て
、

そ
れ
で
問
題
解
決
が
簡
単
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
収
集
が
そ
の
ま
ま
新
し
い

数
学
の
問
題
を
解
い
た
り
、
作
曲
し
た
り
、
詩
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
す
ね
。

私
が
大
学
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
く
ら
い
の
大
き
さ
の
計
算
機
が
あ
っ
て
、

五
つ
の
能
力
を
備
え
て
い
ま
し
た
。
加
減
乗

除
と
簡
単
な
メ
モ
リ
ー
で
す
。

そ
の
こ
ろ
こ
う
い
う
計
算
機
は
、
賛
否
両
論
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
の
加
減
乗
除
を
す
る
能
力
が
衰
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
。
実
際
に
そ
の
予
測
は
正
し
く
て
、
計
算
機
導
入
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
紙
の
上
で
の
計
算
能
力
は
ぐ
っ
と
落
ち
ま
し

た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
計
算
機
が
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
子
供
た
ち
は
、
紙
と
鉛
筆
を
使
っ
て
計
算
を
早
く
正
確
に
行
う
た
め
に
振
り
分

け
て
い
た
能
力
を
、
こ
れ
ら
の
演
算
機
能
を
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
方
向
に
使
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
す
。

。M6031-98)6 



①・

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
大
学
で
は
、
「
実
践
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
国
家
や
大
会
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

か
使
え
な
か
っ
た
よ
う
な
高
価
な
道
具
が
、
今
で
は
学
生
で
も
使
え
る
ほ
ど
汎
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
数
年
前
ま
で
は
不
可
能
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
今

で
は
子
供
で
も
、
新
し
い
医
療
テ
ス
ト
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
実
践
す
る
こ
と
で
学
ぶ
」
と
い
う
の
は
、
教
育
の
正
し
い
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
学
校
の
授
業
か
ら
何
か
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
な
く

て
、
す
べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
す
る
こ
と
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
進
む
情
熱
が
あ
っ
て
も
、
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
ま
ち
ま

ち
で
す
が
、
ゴ

i
ル
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
る
道
す
が
ら
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
す
し
、

そ
れ
ら
の
レ
ッ
ス
ン
は
確
実
に
身
に
つ
く
。
子
供

か
ら
大
人
ま
で
、
こ
の
や
り
方
で
学
べ
ま
す
。
こ
れ
が
教
育
の
適
切
な
モ
デ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
キ

l
を
押
す
だ
け
で
、
世
界
中
の
必
要
な
情
報
は
い
つ
で
も
手
に
入
り
ま
す
し
、

そ
の
情
報
は
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
ツ

I
ル
で
わ
れ
わ
れ
の
思
考
は
格
段
に
優
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
究
極
的
に
は
こ
れ
ら
の
ツ

l
ル
は
、
脳
の
中
に

入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
教
師
は
、
ガ
イ
ド
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
あ
る
い
は
メ
ン
タ

l
(指
導
者
/
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)
と
し
て
、
若
い
人
た
ち

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
自
ら
の
人
生
経
験
を
も
と
に
助
言
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

筆
者

基
本
的
に
も
う
学
校
は
不
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

力
ー
ツ
ワ
イ
ル

い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
を
試
す
の
が
望
ま
し
い
。
教
育
に
は
社
会
性
を
育
む
と
い
う
大
事
な
側
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
学
校
の
最
も
重
要

な
役
割
は
、
他
の
人
た
ち
と
出
会
っ
て
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
作
業
し
た
り
す
る
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
い
か
に
制
御
す
る
か

筆
者

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
も
、
サ
イ
バ
ー
上
の
い
じ
め
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
の
応
酬
が
頻
繁
に
見
ら
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
ポ
ス

ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
も
、
こ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
部
分
を
引
き
ず
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

も

ろ

は

つ

る

ぎ

い
つ
の
時
代
で
も
諸
刃
の
剣
で
す
。
す
べ
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
両
方
の
結
果
を
も

力
l
ツ
ワ
イ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

た
ら
し
ま
す
。

。M6031-99)7 



私
は
楽
観
主
義
で
す
が
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
人
類
の
生
活
を
格
段
に
改
善
し
て
き
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
で
し
ょ
う
。

ひ
も
と

数
千
年
前
と
い
わ
ず
、
わ
ず
か
数
百
年
前
で
も
、
人
間
の
生
活
は
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。
文
学
や
哲
学
書
を
紐
解
け
ば
一
目
瞭
然
で
す
。
ト
マ
ス
・

み
じ

ホ
ッ
ブ
ズ
(
一
七
世
紀
半
ば
に
『
リ
ヴ
ア
イ
ア
サ
ン
』
を
著
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
哲
学
者
)
は
、
人
間
の
生
涯
は
短
く
惨
め
で
、
災
害
が
多
く
、
際
航
が
艶

え
ん延
し
、
貧
困
に
み
ま
わ
れ
て
い
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。
細
菌
感
染
が
起
こ
っ
て
も
抗
生
物
質
な
ど
な
く
、
社
会
保
障
も
な
い
の
で
、

一
家
が
破
綻
し
て

離
散
の
憂
き
目
に
あ
う
の
が
常
で
し
た
。
人
生
は
悲
惨
だ
っ
た
。

ま
だ
す
べ
て
の
病
や
苦
難
が
克
服
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
っ
て
、
多
く
の
障
害
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
武
器
開
発
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
が
拡
大
す
る
こ
と
も
確
か
で
す
が
、
私
自
身
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
が
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
上
回
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
同
時
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
す
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
言
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ガ
ン
や
他
の
病
気
を
遠
ざ
け
る
方
向
に
、

バ
イ
オ
ロ
ジ

l
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
直
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
、
例
え
ば
風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
な
毒
性
の
弱
い
も
の
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
直
し
て
、
毒

性
を
高
め
た
り
、
拡
散
機
能
を
拡
大
し
て
、
ス
ー
パ
ー
武
器
に
仕
立
て
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

*
 
ア
シ
ロ
マ
会
議
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
安
全
に
保
っ
て
い
く
か
、

と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四

O
年
以
上
前
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
う
ま
く
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
格
段
に
発
達
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
制
御
し
て
い
く

こ
と
が
、
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
将
来
の
最
大
の
課
題
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
実
存
的
な
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
す
で
に
何
百
万
と
い
う
人
々
を
一
瞬
に
し
て
殺
害
し
て
し
ま
う
よ
う
な
兵
器
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

は
、
種
の
滅
亡
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
す
。

さ

L
カ

実
際
、
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
防
災
訓
練
と
い
う
こ
と
で
、
核
戦
争
の
災
禍
を
逃
れ
る
た
め
の
訓
練
と
い
う
の
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
机

。M6031-100)8 



お
お

の
下
に
も
ぐ
っ
て
、
頭
を
両
手
で
覆
う
と
い
う
も
の
で
す
〈
笑
〉
。
こ
こ
六

O
ー七

O
年
前
ま
で
、
人
類
は
自
ら
を
滅
亡
さ
せ
る
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

人
類
の
滅
亡
と
い
う
よ
う
な
実
存
的
な
問
題
で
は
な
い
で
す
が
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
、
サ
イ
バ
ー
い
じ
め
と
い
う
深
刻
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ

I
問
題
も
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
問
題
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
思
考
は
ク
ラ
ウ
ド
の
中
に
保
管
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
し
て
お

き
た
い
。
個
人
的
な
E
メ
l
ル
も
ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
し
て
お
き
た
い
。

ハ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
メ
i
ル
が
侵
害
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
い
て
い
の
場
合
、
今
の
と
こ
ろ
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

②

I
l
l
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

将
来
的
に
は
、
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
希
望
の
拡
大
と
危
機
の
縮
小
」
が
大
き
な
課
題
で
す
。

* 
一
九
七
五
年
に
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
聞
か
れ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
た
。

(
吉
成
真
由
美
編

二

O
一
七
年
よ
り
)

レ
イ
・
カ

l
ツ
ワ
イ
ル
著
『
人
類
の
未
来

A
I
、
経
済
、
民
主
主
義
』

N
H
K
出
版

設
問
1
傍
線
部
①
「
実
践
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
を
カ

l
ツ
ワ
イ
ル
の
考
え
に
沿
っ
て
説
明
し
な
さ
い
(
一

O
O字
以
内
)
。

設
問
2

傍
線
部
②
「
希
望
の
拡
大
と
危
機
の
縮
小
」
が
大
き
な
課
題
な
の
は
な
ぜ
か
、
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
た
上
で
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
(
四

0
0

字
以
内
)
。

く>M6031-101)9 



問
題
E

(
口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
問
題
)

次
の
文
章
は
「
情
報
か
ら
「
ノ
イ
ズ
」
を
除
去
す
る
方
法
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
文
章
の
一
部
を
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
後
の
設
問
に
答

え
な
さ
い
。

人
は
自
分
の
感
覚
を
通
じ
て
世
界
を
知
覚
す
る
。

そ
う
や
っ
て
脳
を
仲
介
し
て
受
け
取
る
情
報
が
、
世
界
に
対
す
る
理
解
の
土
台
と
な
る
の
だ
。
こ
の

土
台
が
あ
る
お
か
げ
で
、
注
意
を
向
け
る
、
知
覚
す
る
、
記
憶
す
る
、
感
じ
る
、
論
理
的
に
考
え
る
と
い
っ
た
、
ご
く
普
通
の
精
神
活
動
や
特
殊
な
精
神

活
動
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
た
精
神
の
動
き
を
介
し
て
、
私
た
ち
は
物
質
と
人
が
あ
ふ
れ
る
世
界
を
理
解
し
、

そ
の
世
界
で
行
動
す
る
の
だ
。

私
は
今
、
南
イ
ン
ド
に
あ
る
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
と
い
う
都
市
で
こ
れ
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
を
評
価
す
る
人
は
、
こ
の
都
市
に
は
あ
ま
り
多
く

な
い
。
私
と
親
し
い
人
も
含
め
て
、
こ
こ
に
い
る
の
は
五
感
を
凌
ぐ
超
感
覚
的
な
も
の
の
存
在
を
信
じ
る
人
々
で
、
彼
ら
は
皆
、
科
学
的
に
検
証
さ
れ
て

い
な
い
「
天
然
食
品
」
や
情
報
を
取
得
す
る
手
段
の
ほ
う
が
、
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
私
は
今

回
の
滞
在
中
に
、
人
は
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
せ
ず
に
何
カ
月
も
生
き
て
い
ら
れ
る
(
体
重
は
減
る
が
、

そ
れ
は
科
学
的
な
観
察
が
な
さ
れ
る
と
き
に
限
ら
れ

て
い
る
)
と
彼
ら
が
信
じ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
は
イ
ン
ド
の
連
邦
直
轄
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
三

O
O
年
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
支
配
さ
れ
(
窓
の
外
を
見
る
と
、
英
国
軍
の
侵

略
を
何
度
も
食
い
止
め
た
痕
跡
が
あ
る
)
、
イ
ン
ド
が
独
立
し
た
あ
と
も
そ
の
支
配
は
一

O
年
近
く
続
い
た
。
多
数
の
魅
力
を
備
え
た
都
市
だ
が
、
と
り

わ
け
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
を
求
め
る
人
々
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
イ
ン
ド
人
や
白
人
が
世
俗
的
な
生
活
を
捨
て
て
や
っ
て
き
て
は
、
精

神
の
向
上
に
努
め
て
肉
体
の
治
療
を
行
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
し
て
善
行
に
投
資
す
る
。

咋
日
は
優
秀
な
若
者
と
知
り
合
っ
た
。
法
律
家
と
し
て
八
年
間
働
い
て
い
た
が
、
今
は
ア
シ
ュ
ラ
ム
(
精
神
的
な
修
行
を
す
る
共
同
体
)
に
住
み
込
ん
で

書
籍
販
売
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
。
「
法
律
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
人
間
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
傾
倒
す
る
も
の
か
」
と
反
論
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な

、AA
V

、品、
し
カ

ア
シ
ュ
ラ
ム
に
い
る
の
は
、
こ
こ
で
の
生
活
を
求
め
て
財
産
や
さ
ま
ざ
ま
な
職
を
捨
て
て
き
た
人
た
ち
だ
。
こ
の
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
養
が
あ

。M6031-102)- 10-



り
そ
う
な
人
ま
で
も
が
、
非
合
理
的
な
思
考
の
形
を
望
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

特
定
の
都
市
を
ど
う
こ
う
論
じ
る
つ
も
り
は
な
く
、
こ
の
一
風
変
わ
っ
た
都
市
に
つ
い
て
も
も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
い
。
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
は
芸
術
と

文
化
に
力
を
注
い
で
社
会
の
向
上
を
進
め
て
い
て
、
そ
の
努
力
は
賞
賛
に
値
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
か

ら
特
定
の
タ
イ
プ
の
人
々
を
引
き
寄
せ
る
都
市
で
も
あ
る
。

そ
の
タ
イ
プ
と
は
、
が
ん
を
治
癒
す
る
の
は
ハ
ー
ブ
だ
と
信
じ
て
(
化
学
療
法
が
必
要
に
な
ら
な
い
限
り
)
標
準
医
療
を
避
け
る
人
、
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
の
に
火
曜
日
は
不
吉
だ
と
言
う
人
、
足
の
親
指
に
あ
る
特
定
の
つ
ぼ
が
消
化
器
系
を
支
配
す
る
と
信
じ
て
い
る
人
た
ち
だ
。

自
分
が
生
ま
れ
た
時
間
の
星
の
位
置
の
関
係
で
、
高
位
の
存
在
か
ら
説
明
の
で
き
な
い
何
か
が
送
ら
れ
て
き
た
体
験
や
、

「
マ
ザ

l
」
の
思
想
に
ふ
れ
た

こ
と
か
ら
、
。
ホ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
ヘ
導
か
れ
た
と
主
張
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

「
マ
ザ

l
」
と
は
、

ア
シ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
一
帯
を
統
治
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
女
性

の
こ
と
だ
。
も
う
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
死
し
て
な
お
、
任
期
中
に
棟
腕
を
ふ
る
う
多
く
の
政
治
家
よ
り
も
彼
女
の
影
響
力
は
大
き
い
。

今
あ
げ
た
よ
う
な
こ
と
は
極
端
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
の
ど
こ
を
見
て
も
、
現
実
に
極
端
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
ケ

l
ス
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
内
容
を
変
え
れ
ば
、
誤
っ
た
姿
勢
が
内
在
す
る
思
考
は
ど
こ
で
も
簡
単
に
見
つ
か
る
。

ア
メ
リ
カ
の
私
が
暮
ら
す
地
域
で
雪
が
五
六
セ
ン
チ
積
も
つ

た
が
、
こ
の
積
雪
は
間
違
い
な
く
、
し
つ
こ
く
地
球
温
暖
化
を
訴
え
る
イ
カ
れ
た
科
学
者
た
ち
に
対
し
て
神
が
怒
っ
て
い
る
と
い
う
信
仰
を
生
み
出
す
に

違
い
な
い
。

私
た
ち
の
認
知
機
能
に
備
え
ら
れ
る
い
ち
ば
ん
強
力
な
武
器
は
何
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
、

「
信
号
検
出
理
論
」
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
こ
れ
は
シ
ン
プ
ル
で

と
て
も
役
に
立
つ
概
念
だ
。
今
年
の
エ
ッ
ジ
の
問
い
は
、
偶
然
に
も
私
が
ず
っ
と
考
え
て
い
た
ア
イ
デ
ア
と
合
致
す
る
。
私
の
考
え
の
原
形
と
な
る
の
は

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
、
グ
リ
ー
ン
と
ジ
ョ
ン
・
ス
ウ
エ
ツ
ツ
が
発
表
し
た
『
信
号
検
出
理
論
と
精
神
物
理
学
(
め
命
ミ
ミ
ロ
ミ
ミ
ぇ

s
g
sミ
g九

可
旬
、
内
ぎ
も
号
、
之
内
句
)
』
、
だ
が
、

フ
ォ
ト
ン
の
波
動
が
視
覚
的
検
出
に
及
ぼ
す
影
響
や
聴
覚
に
音
波
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
心
を
持
っ
た
、
彼
ら

そ
の
考
え
は
、

よ
り
前
の
世
代
の
科
学
者
た
ち
の
研
究
が
始
ま
り
だ
。

信
号
検
出
理
論
を
踏
ま
え
た
思
考
法
は
シ
ン
プ
ル
で
、
世
の
な
か
に
純
粋
な
情
報
は
な
く
、
常
に
ノ
イ
ズ
が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
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と
え
ば
耳
に
入
る
情
報
は
、
音
の
伝
達
に
付
随
す
る
物
理
的
な
特
性
の
関
係
か
ら
、
音
質
が
低
下
す
る
。
ま
た
、
情
報
を
観
察
し
て
い
る
生
命
体
が
持
つ

特
性
に
よ
っ
て
、
音
情
報
の
伝
わ
り
方
や
解
釈
の
仕
方
に
さ
ら
な
る
影
響
が
及
、
ぶ
。
た
と
え
ば
、
聴
覚
の
鋭
さ
、
情
報
が
処
理
さ
れ
る
と
き
の
状
況

(
例
一
雷
雨
の
な
か
)
、

モ
チ
ベ
l
シ
ョ
ン
(
例
一
耳
に
入
っ
て
く
る
情
報
に
関
心
が
な
い
)
な
ど
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
が
物
理
的
か
つ
心
理
的
に
伝
わ
る
条
件
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
信
号
検
出
理
論
を
活
用
す
る
と
、
刺
激
と
反
応
の
両
側
面
か
ら

決
断
の
質
を
理
解
で
き
る
。

図

2つの質問を使って「ノイズJを排除する一一信号検出理論

何が起きたのか?

いいえはい

lま
誤認ヒット

正しい

棄却
失敗

受
け
取
り
手
は
検
出
し
た
か
?

い
い
え

信
号
検
出
理
論
の
最
も
重
要
な
点
は
、
受
け
取
り
手
(
人
間
以
外
の
生
物
も
含
む
)
が
手
に

す
る
ど
ん
な
情
報
も
、
必
ず
判
断
を
言
葉
で
説
明
し
た
四
項
目
の
ど
れ
か
に
落
と
し
込
め
る

と
い
う
点
だ
。
何
か
が
起
き
た
の
か
、

そ
れ
と
も
起
き
な
か
っ
た
の
か
(
例
一
電
気
は
光
つ

た
の
か
、
光
ら
な
か
っ
た
の
か
)
。

そ
れ
か
ら
、
受
け
取
り
手
が
情
報
を
検
出
し
た
の
か
、

し
な
か
っ
た
の
か
(
例
一
光
は
見
え
た
の
か
、
見
え
な
か
っ
た
の
か
)
だ
。

こ
れ
を
表
に
し
た
の
が
図
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
判
断
を
下
す
と
き
に
活
用
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
「
ホ
メ
オ
パ
シ

i
の
薬
を
飲
ん
だ
の
か
、
飲
ま
な
か
っ
た
の
か
」
と
「
病
気

は
治
っ
た
の
か
、
治
っ
て
い
な
い
の
か
」
を
図
表
に
当
て
は
め
る
と
い
う
具
合
だ
。

ヒ
ッ
ト
一
信
号
は
存
在
し
、
検
出
さ
れ
て
い
る
(
正
し
い
反
応
)

誤
認
一
信
号
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
検
出
さ
れ
て
い
る
(
誤
っ
た
反
応
)

失
敗
一
信
号
は
存
在
す
る
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
(
誤
っ
た
反
応
)

正
し
い
棄
却
一
信
号
は
存
在
せ
ず
、
検
出
も
さ
れ
て
い
な
い
(
正
し
い
反
応
)

信
号
が
、
暗
い
背
景
に
対
す
る
明
る
い
光
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
、
判
断
を
下
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す
人
の
視
力
が
よ
く
て
信
号
を
と
ら
え
る
モ
チ
ベ

l
シ
ョ
ン
が
高
け
れ
ば
、

ヒ
ッ
ト
と
正
し
い
棄
却
は
大
量
に
生
ま
れ
、
誤
認
と
失
敗
の
数
は
ご
く
わ
ず

か
と
な
る
は
ず
だ
。
判
断
を
下
す
人
の
特
性
が
変
わ
れ
ば
、
判
断
の
質
も
変
わ
る
。
信
号
検
出
理
論
は
、
条
件
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
一
般
的
な
条

件
下
で
の
刺
激
と
反
応
の
質
を
評
価
す
る
と
き
に
と
り
わ
け
効
果
的
だ
。
そ
の
条
件
に
は
、
受
け
取
り
手
が
特
異
な
基
準
(
最
低
限
点
数
)
を
設
け
て
い
る

場
合
も
含
ま
れ
る
。

信
号
検
出
理
論
が
適
用
さ
れ
て
い
る
分
野
は
、

ソ
ナ
ー
に
よ
る
物
体
の
探
知
、
記
憶
の
質
、
言
語
の
総
合
理
解
、
視
覚
に
よ
る
認
識
、
消
費
者
マ

l
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
陪
審
決
議
、
金
融
商
品
の
価
格
予
測
、
医
療
判
断
と
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
理
論
で
は
、
判
断
す
る
過
程
の
本
質
を
理
解
す
る
う
え
で
、
数
学
的
に
厳
格
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
科
学
者
は
ひ

と
り
残
ら
ず
こ
の
理
論
を
頭
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
理
論
が
頭
に
入
っ
て
い
れ
ば
、

「
今
週
昇
進
す
る
の
は
射
手
座
の
人
で
あ
る
」
と

い
っ
た
意
見
の
質
を
分
析
す
る
と
き
に
、

四
項
目
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

よ
っ
て
、
物
事
の
道
理
を
わ
き
ま
え
た
い
と
い
う
人
は
、
信
号
検
出
理
論
を
認
知
の
武
器
と
し
て
備
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。

(
ジ
ョ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
編
『
天
才
科
学
者
は
こ
う
考
え
る
』
夏
目
大
、
花
巻
恵
訳

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

二
O
二
O
年
よ
り
)

※ 

太
字
は
原
文
の
ま
ま
引
用

同
町
内
自

H
，I
l

-
-
一
回
目

H
，

本
文
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
信
号
検
出
理
論
を
用
い
て
、

「
今
週
昇
進
す
る
の
は
射
手
座
の
人
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
の
質
の
分
析
を
、

四
項
目
を
記
し

て
行
い
な
さ
い
(
二

O
O字
以
内
)
。

設
問

2
筆
者
は
傍
線
部
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
あ
な
た
自
身
が
物
事
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
本
文
を
踏
ま
え
て
具
体

的
に
例
を
挙
げ
て
述
べ
な
さ
い
(
三

O
O字
以
内
)
。

。M6031-105)-13-


